
今岩手の放射能問題を考える
ILCは最終処分場への道
立ち上がった人々

2018.12.13 ベルフ青山

第7回放射能問題市民交流会
三陸の海を放射能から守る岩手の会 永田文夫
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国際リニアコライダー(ILC)をめぐる日程 発手I夕12月７日し日本学術会議が検討委回答案の査読開始
１９日し日本学術会議幹事会
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が東京で会議
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で、国会議員妬人が出席。
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【東京支社】国際リニアコライダー（ＩＬＣ）の誘致を目指す超党派の国会議員

によるリニアコライダー国際研究所建設推進議員連盟（会長・河村建夫衆院議員、

約１３０人）は７日、国会内で総会を開いた。日本政府内の議論が大詰めを迎える

中、これまで年内に前向きな意思表明をするよう求めてきた国際研究者組織は、最

終
期
限
を
来
年
３
月
７
日
ま
で
延
長
す
る
方
針
を
示
し
た
。
【
関
連
記
事
４
、
釦
面
】

東北誘致

ション（ＬＣＣ）代表のリ

ン・エバンス氏（英国）と

副代表の村山剤・米カリフ

ォルニア大バークレー校教

授が同席した。

エバンス氏は。圓本学術

会議での議論が続いてお

り、期待した年内の日本政

府の声明が困難になった」

と説明。世界の主要加速器
研究所の代表者らで構成す

る
国
際
将
来
加
速
器
委
員
会

（ＩＣＦＡ）と、下部組織

のリニアコライダー国際推

進委員会（ＬＣＢ）が宝扉

都内で会議を開く３月７日

を挙げ「間に合うように、

日本政府が国際協議を始め

る意向を表明することが極

めて重要だ」と強調した。
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欧州の次期素粒子物理計りの時期。ＩＬＣが前進す

は２０１９年に検討される様子が見えないと欧州の

ため、村山氏は「ぎりぎ研究者は別の計画に進む可
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ILC誘致を目指す国会議員の総会で、日本に対し意思表示の期
限延長について述べるリン・エバンス代表（左）＝７日、国会内

一

能性がある」と指摘。河村

氏は「３月７日までに政府

への強い働き掛けを行い、

最
後
ま
で
総
力
戦
で
臨
み
た

い」と呼び掛けた。

国内誘致の可否判断に約

３カ月の猶予を与えられる

格好となった７日、日本学

術会議は内部の検討委のま

とめた回答案について、有

識者が確認などを行う「査

読」を開始。終了後、幹事

会に諮って文部科学省に回

答する見通しだ。当面の幹

事
会
は
蛆
日
と
来
年
１
月
証

日、２月鮒日に予定されて

いる。声明などを出す際に

経る手続きで、事務局によ

ると一般的に１カ月程度を

要する。
ＩＬＣは地下トンネルに

直線型加速器（初期整備延

長約別翫）を設置し、宇宙誕

生の謎を解明しようとする

国際プロジェクト。本県の

北上山地（北上高地）が最有

力の建設候補地とされる。
P両
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国会内の会議室に居並ぶ

超党派書巨匠対し、リニア

コライダ１．コラボレーシ

ョン（ＬＣＣ）の村山劃副

代表は「到着時間が決まっ

ている電車の出発時間が過

ぎている。日本政府が乗る

のを待っている状況だ」と

雲窒諏を強めた。

前日の６日、国際将来加

【東京支社】国際リニアコライダー（ＩＬＣ）の国

内誘致を巡り、日本政府の意思表明の期限が屋澪巳

から「３カ月後」に先延ばしとなった。国際研究者組

織の幹部が７日、推進派の国会議員に方針を伝えたの

は、日本側の議論が「越年濃厚」とみて、多少の猶予

を与えることで対応をせかす狙いもありそうだ。仮に

前進がなければ「プロジェクトは終わり」とも忠告し、

誘致が実現するか否か、最終局面を迎える。

、

ｑ■

東北誘致

【本記１面】

速器委員会（ＩＣＦＡ）の

下部組織、リニアコライダ

ー国際推進委臺芸は電話会

議を開催。「年内に日本の

声明を得るのは困難」とし

て、ぎりぎりの期限を協議

した結果、宝阜都で会議を

開く「来年３月７日」を提

示する方向となった。

７日の国会は会期末直前

の激しい攻防を繰り広げた

が、超党派議員と研究者は

予定をオーバーする約１時

間、意見を交わした。自民

党の鈴木俊一衆院議員の石
手２区）が「中国の円形加

速器計画の状況は」と閨つ

と、村山氏は「設計の成熟

度はＩＬＣに追いついてい

ないが、日本でうまくいか

ない雰囲気だと、中国に加

わる欧米の研究者が壜えて

いく」との懸念を示した。

日本学術会議の検討委が

ｎ月公表した回答案では、

巨額の建設費を巡る国際分

担について貢通しがない」

｜合同総会の閨眉南邑鬮雪国

合同総会の出席国〈墨職員

（全て聚禧鑿菖今は次の通

り。（事務局まとめ。政党

は衆曝勢力順、氏名は五十

音順、敬訴嫉也

▽自民党逢沢一郎（岡山

１区）甘利明宅裳示川昭区）安藤

裕《皐都６区）伊藤信太郎舎宮城

４区）岩田和親圧例九必奥野

信亮圧例近謹神山佐市電玉

７区）河村建夫西口３区）北村
｜誠吾婁崎４区）木村次郎書森二

と疑問を投げかけた。超党一

派「科学技術の〈三会長を一

難詫癩鯛則瀧峨一

負担や関係機関の出資な一

ど、具体論を加速させるベー

きだ」と今回の期限延期を》

生かし、誘致への流れを強一

め
る
活
動
を
訴
え
た
。
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区）松野博一宇葉３区）三原朝

彦（福岡９区）▽立憲民主党

岡本あき子（比例東北▽国

民民主党階猛毎石手１区）
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属中川正春（三重２区）
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氷上山

五葉山

釜石市遠野市

釜石鉱山



釜石鉱山（１８５７〜１９８８主に鉄鉱石採掘）の空洞を利用し 動燃
の原位置試験が１９８７〜１９９７まで１０年間行われた。花崗閃緑岩

水が流れています
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AAA:先端加速器科学技術推進協議会
Advanced	Accelerator	Association	Promoting	Science	&	Technology
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株式会社アールアンドケー
株式会社アキタファインブランキング
株式会社梓設計
アズビル株式会社
株式会社アトックス
株式会社アルバック
アルバックテクノ株式会社
株式会社安藤・間
岩谷産業株式会社
株式会社WING
株式会社NTTファシリティーズ
応用地質株式会社
株式会社大林組
株式会社岡崎製作所
株式会社奥村組
株式会社オリエンタルコンサルタンツ
株式会社開発設計コンサルタント
鹿島建設株式会社
樫山工業株式会社
株木建設株式会社
川崎地質株式会社
株式会社関電工
有限会社ギガ
キヤノン株式会社
九州電力株式会社
京セラ株式会社
金属技研株式会社
株式会社金属応用技研
株式会社きんでん東京本社
株式会社熊谷組
株式会社クラレ
黒木コンポジット株式会社
株式会社ケーバック
コスモ・テック株式会社
五洋建設株式会社
三愛プラント工業株式会社
JFEスチール株式会社
シチズン時計株式会社
しのはらプレスサービス株式会社
株式会社島津製作所
清水建設株式会社

AAA一般社団法人 先端加速器科学技術推進協議会 協議会事務局：〒105-0004	東京都港区新橋二丁目2番9号 KDX新橋ビル 501号
つくば事務所：〒305-0801	茨城県つくば市大穂 1-1	高エネルギー加速器研究機構内

新日本空調株式会社
新日鐵住金株式会社
住友重機械工業株式会社
西武ポリマ化成株式会社
大成建設株式会社
株式会社ダイヤコンサルタント
太陽国際特許事務所
大陽日酸株式会社
高砂熱学工業株式会社
株式会社竹中工務店
株式会社竹中土木
株式会社低炭素化研究所
株式会社テクノフレックス
鉄建建設株式会社
電源開発株式会社
東急建設株式会社
東京電解株式会社
株式会社東芝
東芝電子管デバイス株式会社
東電設計株式会社
東北電力株式会社
株式会社トーキン
株式会社都市計画設計研究所
戸田建設株式会社
飛島建設株式会社
株式会社トヤマ
豊田通商株式会社
西松建設株式会社
ニチコン株式会社
日造精密研磨株式会社
株式会社日建設計
日本IBM株式会社
日本アドバンストテクノロジー株式会社
日本高周波株式会社
日本シビックコンサルタント株式会社

日本電気株式会社
ネットワンシステムズ株式会社
株式会社野村鍍金
株式会社パスコ
パシフィックコンサルタンツ株式会社
東日本機電開発株式会社
株式会社日立製作所
日立造船株式会社
株式会社日立テクノロジーアンドサービス
株式会社日立パワーソリューションズ
株式会社日立物流
株式会社福山コンサルタント
株式会社フジクラ
株式会社フジタ東北支店
富士通株式会社
復建調査設計株式会社
ペンギンシステム株式会社
株式会社前川製作所
前田建設工業株式会社
マルイ鍍金工業株式会社
三井共同建設コンサルタント株式会社
三井住友建設株式会社
株式会社三井E&Sエンジニアリング
三菱重工業株式会社
三菱重工機械システム株式会社
三菱電機株式会社
三菱電機システムサービス株式会社
三菱マテリアル株式会社
株式会社ミラプロ
株式会社明電舎
株式会社山下設計
八千代エンジニヤリング株式会社
株式会社ユーバー
株式会社リガク
（以上110社五十音順）

賛助会員

ILCアジア-九州推進会議
LCC	(Linear	ColliderCollaboration)
岩手医科大 岩手県立大学
岩手大学 大阪大学
お茶の水女子大学 九州大学
京都大学 近畿大学
高エネルギー加速器研究機構
工学院大学 神戸大学
国際経済政策調査会
佐賀大学 産業技術総合研究所
自然科学研究機構分子科学研
究所極端紫外光研究施設
首都大学東京
信州大学高エネルギー物理学
研究室 成蹊大学
千葉商科大学
筑波大学研究基盤総合センター
応用加速器部門 東京家政大学
東京工業大学 東京大学
東北ILC推進協議会 東北大学
名古屋大学 日本大学
奈良女子大学高エネルギー研
究室 新潟大学
日本原子力研究開発機構
広島大学 北海道大学
未来工学研究所 明治学院大学
横浜国立大学
理化学研究所仁科加速器研究
センター国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機構

東海量子ビーム応用研究セン
ター 国立研究開発法人量子科
学技術研究開発機構
放射線医学総合研究所
早稲田大学
（以上41機関五十音順）



東北ILC推進協議会
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日本学術会議の回答2012.9
内閣府原子力委員会から「高レベル放射性廃棄
物の処分の取組について」審議依頼2010.9

•原子力発電をめぐる大局的政策につい
ての合意形成に十分取組まないまま高
レベル放射性廃棄物の最終処分地の
選定という個別的課題について合意形
成を求めるのは、手続き的に逆転して
おり手順として適切でない、という判断
に立脚している。



厘
地
層
最
終
処
分

東
日
本
咈
地
域
厘
最
も
安
定
厙

中日新聞2012.9.18

最終処分場選定の事業主体
NUMOの技術開発評価会議の
委員5人のうちの一人
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「安全装置が正常に

作動しただけで、故障

ではない」・羽日笠副

ｎ時弱分、ＪｌＰＡＲ

Ｃ内の原子核素粒子実

験施設。高エネルギー

加速器研究機構（高エ

ネ研）が行っていた陽

子ビームを金に照射す

る実験で、突然警報が

鳴りビームが停止し

た。担当者は「危険」

と判断せず、追分後に

再起動させた。

だがその後、施設内

の空間線量が通常の加

倍となる毎時４餌簡以

上に上昇したことを確

認し、設備の運転を停

止。フィルターもない

雲

日本原子力研究開発機構（原子力機構）の加速器実験

施設ＪＩＰＡＲＣ（茨城県東海村）の被ばく事故では、

排気設備を動かして放射性物質を外部に漏えいさせた。

東京電力福島第１原発事故以降、市民の間で放射線への

懸念が強まる中、先端研究の現場で、いまだに「安全神

話」に基づくずさんな危機管理が行われていた。【本記１面】

市
民
感
覚
と
隔
た
り

涯蘭謹聴劃■■Ｒ認函別「１Ｊ剥辱鼬

排気ファンで放射性物

質を外部に放出し、施

設内の放射線量は下が

ったが、外部の放射線

量を確認したのは翌日

の夕方になってから。

「よろしくない行為だ

った」・高エネ研の担

当者は謝罪した。

▽
影
響
を
軽
視

「外部漏えいや被ば

くで周辺住民に大きな

不安を与えていると認

識し、県は重く受け止

めている」・弱日午後

に現地を立ち入り調査

した茨城県原子力安全

鮒蕊慧霊
目的ではないため危険

へ里昼識が薄くなった

のではないかと推測。

｜鍜勤溌羅開

いての知識があり『大

したことないｃ騒ぐ必

要ない』と思いがちだ。

原発事故で敏感になっ

ている市民感覚とずれ

がある」と指摘する。

田中氏は、今回の実

験は放射性物質を取り

扱うこと自体が研究の

福島事故を検証する

国会事故調査委員会の

元委員で科学ジャーナ

言葉を向けた。

の通報に１日半を要し

た原子力機構に厳しい
▽
組
織
の
体
質

原子力機構を所管す

る文部科学省のある幹

た
０ ている。『事故は起こ

るはずがない』という

考
え
で
施
設
を
設
計
し

た結果だ」と突き放し

蠅

鋤

せなかったのか、対策

は必要ないと信じてい

たのか」・放射性物質

が漏れる事態を想定し

ていなかった原因を突

き止める必要性を訴え

る。
一方、京大原子炉実

「研究者が対策の必要

性を感じながら言い出
る 問 力 住機構の対応にも、周辺

まった。今回の原子力

臓鳩などして、深刻な

隠蔽体質に批判が集

リウム漏れ事故を起こ

した上、事故に関する

虚
偽
報
告
や
撮
影
し
た

ビデオを大幅にカット

原子力機構の前身の

一つ、旧動力炉ｑ核燃

料開発事業団は１９９

５年にもんじゅのナト

下
村
博
文
文
科
相
は

「原子力に対し国民が

をついた。

｜原子力機構は、高速

増殖炉原型炉もんじゅ

．（福井県敦賀市）での

１万点近い機器の点検

漏れをきっかけに、鈴

木篤之理事長がⅣ日に

辞任したばかり。原子

力を扱う組織の当事者

能力に疑問符が突き付

けられる中で重ねた失

態に、関係者はため息

つと大きな事故があっ

たら対処できるのか」

と、機構の対応に不信

感を募らせる。

０ 民
へ
の
配
慮
や
想
像

の欠如という共通の

題
点
が
浮
か
び
上
が

ト
ッ
プ
辞
任

直
後
の
事
故

放射性物質漏えい事

故の通報が遅れた日本

原子力研究開発機構

（原子力機構）は、福

井県敦賀市にある高速

増殖炉原型炉もんじゅ

の重要機器の点検をめ

ぐり、鈴木篤之理事長

がⅣ日に引責辞任した

ばかりだ。今回の事故

と公表遅れは、その直

後に起きた。原子力機

構の安全軽視の姿勢が

速器増強に遅れも迩 奇 唱 独 に 進 れ も リ
Ｕ８
８０
８００８
■Ｂ息ユートリノ実験中断ﾘ
ﾛﾛ
U８
Ｈ０
Oロ
O０Ｑ ｆ ｒ
ＵＵま 器 た 生 の に め か の こ し 加薑｜灘蕊蕊毒臺菫溌瀞 ｌｌｌＩ淵一

あらたい〉

なった。そ
もん胸漉

につい乏童

初、「手南

で実体的勿

保されて．

発言。原。

会から「圭

切だ」（ａ

長）と厳三

た。調査《

て報告し１

に
不
備
垂

ど、機謹

対する姿等
■

Ｉ



加
速
器
が
放
射
性
物
質
の
核
変

換
咁
短
半
減
期
化
咂
を
可
能
に

増
田
前
知
事



日本学術会議の回答2013.9.30		
文科省から「国際リニアコライダー計画に関する」
審議依頼2013.5.27

結論：時期尚早

1)電子衝突型加速器の必要性と意義

２）ILC計画の我が国での実施の可否判
断に向けた諸課題の検討
巨額の財政負担の問題，国際的経費分担，国家課題や
諸学術分野への影響，関連研究者の国内体制，諸分野
の必要な人材やリーダー等

上記課題について明確な見通しが得られることが必要



達増拓也知事からアンケートへ回答
2015年8月13日知事選前に届く
•原子力発電の推進に（反対する）
•核燃サイクル計画について（反対する）
•高レベル放射性廃棄物最終処分場について
本県が科学的有望地と指定された場合は

（反対する）

理由：高レベル放射性廃棄物の「最終処分場について、
受け入れる考えはない」ことを表明している。



２０１７．４．３





国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
呎
咁ILC)

に
関
す
る
有
識
者
会
議

ILC
計
画
の
見
直
し
を
受
け
た
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
ま
と
め

咇
咅
咆
咍
咄
和
咄
咉

指
摘
を
受
け
て
計
画
縮
小

衝
突
エ
ネ
ル
ギ
呎

咊
咅
咅GeV→

咇
咊
咅GeV

ト
ン
ネ
ル
長
さ

咈
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咊
咻
咽→

咇
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咄
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ビームダンプにトリチウムが
１００兆ベクレル生成がわかる！
・ 福島で貯蔵の１／１０

・ 女川原発３基では２００２〜２０１２に
0.15兆ベクレル海洋放出









1000兆ベクレル 第９回多核種除去設備等処理水の取扱
いに関する小委員会
資料３ ２０１８．７．１３





北
上
山
地
海
岸
地
域
・
阿
武
隈
高
原
北
部
地
域

両
者
と
も
地
震
の
巣
窟

動
的
な
地
震
現
象
を
静
的
に
し
か
み
て
い
な
い

最
終
処
分
場
へ
の
地
震
影
響

1
直
近
の
地
震
咏
人
工
・
天
然
バ
リ
ア
の
破
断

2
地
震
動
咏
人
工
・
天
然
バ
リ
ア
の
揺
れ
の
違
い

3
歪
み
・
応
力
変
化
咏
岩
盤
の
無
数
の
割
れ
目
が
開
閉

咇
と
咈
に
つ
い
て
プ
レ
呎
ト
大
地
震
で
も
起
こ
る



東日本大震災による地盤沈下

高
田
松
原
の
地
盤
沈
下

咈
・
咆
咆

前
後

咋
咇
セ
ン
チ
沈
下

震災前

震災後



JESEA

地
震
科
学
探
査
機
構

週
間M

EGA

地
震
予
測

20
18
年
10
月
3
日
発
行
咁Vol.

18,N
o.

40
咂

デ
呎
タ
は
11
月
4
日
劸
11
月
10
日
測
定

ILC

建
設
予
定
地
は
大
き
な
高
さ
変
動
が
あ
る
領
域
で
す
厓
予
定
地
20km

南

北
で
は
黒
劸
赤
に
か
け
て
20
16
年
1
月
基
点
以
降
現
在
ま
で
数
セ
ン
チ
の
隆

起
差
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
厓
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
加
速
器
を
設
置
し
精
密

測
定
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
厓



独アッセ低中レベル放射性廃棄物
最終処分場（地下400〜900ｍ）
地下水侵入により廃棄物撤去
岩塩層安定神話は崩壊

全て回収方針2010独政府
岩塩層は水を通さず、亀裂は自己修復できると考えられていた。

岩塩層に空洞が作られ、そこに土圧により亀裂が生じ地下水が

出るようになった。

＊日本の深地層トンネル内で地下水が出ない所はない。さらに地
下に空洞が作られることにより、地震や土圧によりひび割れが生
じ地下水の流量が増大するであろう。

＊アッセでは地下水により撤退したのに、日本では選定条件に
入っていないのはなぜ？





ILC
解
説
セ
ミ
ナ
呎
開
催

二
〇
一
八
年
九
月
二
四
日

一
関
市
保
健
セ
ン
タ
呎
に
て

初
め
て
の
リ
ス
ク
説
明
会

約
一
五
〇
名
参
加

東
北ILC
準
備
室

佐
々
木
地
域
部
長

東
北ILC

準
備
室

成
田
広
報
部
長
咁岩
手
大
理
工
学
部
教
授
咂

行
政
担
当
者
が
不
在
の
ま
ま

主な疑問と回答 疑問続出
１）ILC跡地が放射性廃棄物の処分場になるのでは
回答：処分場選定の際は地元の意見を聞くことになっている

２）トリチウムが大量（１００兆ベクレル）に発生するが
回答：漏れた場合捕集タンクへ，施設の外に出さない
＊なぜ今まで公開しないできたかについては答えず

３）その他 情報公開せよ，なぜ早くリスクを知らせなかったのか
放射性物質規制法は人々を守らない，アセスメント，進め方の順序
回答：今後４年かけて課題を解決していく
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加股/･ILP(rJI緬卜･フ7cＥヨ 荻 （昭和12年］
ー 一" = - F E ヨ 郵
国際リニアコライダー(ILC)をめぐる日程 発手I夕12月７日し日本学術会議が検討委回答案の査読開始
１９日し日本学術会議幹事会

］→摩雲鰯’2019年
１月3旧伝日本学術会議幹事会
２月28日低日本学術会議幹事会
３月７日し国際将来加速器委員会ﾛ雛雍罎鬘曼孟舗→眉謡胴

が東京で会議

勿錫勿勿鰯鰯彩：鰯ゞ
鰯笏鰯 緬

篶
蕊
繼
政
府
に
表
明
促
す

易
・
蕊

自民党のＩＬＣ誘致実現

連
絡
協
議
会
と
の
合
同
総
会

で、国会議員妬人が出席。

勿鰯鰯潅鰯鰯鰯鰯彫勿勿搦・…・〃彩笏〃笏学：搦笏〃ｚ〃笏錫笏鰯勿勿〃-診-勿躍〃ｚ-〃甥勿ｚ〃α：笏勿…-：ｚ〃〃〃搦垂ノー，勿搦２Ｆ-〃ｚ”〃〃〃〃ｚ，----・〃》〃鰯Ｆ》Ｚ，

【東京支社】国際リニアコライダー（ＩＬＣ）の誘致を目指す超党派の国会議員

によるリニアコライダー国際研究所建設推進議員連盟（会長・河村建夫衆院議員、

約１３０人）は７日、国会内で総会を開いた。日本政府内の議論が大詰めを迎える

中、これまで年内に前向きな意思表明をするよう求めてきた国際研究者組織は、最

終
期
限
を
来
年
３
月
７
日
ま
で
延
長
す
る
方
針
を
示
し
た
。
【
関
連
記
事
４
、
釦
面
】

東北誘致

ション（ＬＣＣ）代表のリ

ン・エバンス氏（英国）と

副代表の村山剤・米カリフ

ォルニア大バークレー校教

授が同席した。

エバンス氏は。圓本学術

会議での議論が続いてお

り、期待した年内の日本政

府の声明が困難になった」

と説明。世界の主要加速器
研究所の代表者らで構成す

る
国
際
将
来
加
速
器
委
員
会

（ＩＣＦＡ）と、下部組織

のリニアコライダー国際推

進委員会（ＬＣＢ）が宝扉

都内で会議を開く３月７日

を挙げ「間に合うように、

日本政府が国際協議を始め

る意向を表明することが極

めて重要だ」と強調した。

寵舘齪識舗一蕊鯏

一

跡勿〃鰯〃勿盈庇ＦＰ四ヶ〃ｚＪｄｄ；’’四必勿②顔ｚ”現いり閥窪勿争”甲”写字””字”唖唖守顧盟覗塑’四咽②”が切四砂哩切Ｆ塩秒Ｆ友妙唖②向乃⑫飽踊死必⑫⑫⑫〃豚乙夢吻免必閥リ〃

欧州の次期素粒子物理計りの時期。ＩＬＣが前進す

は２０１９年に検討される様子が見えないと欧州の

ため、村山氏は「ぎりぎ研究者は別の計画に進む可

⑰晒里

凸
巫
②
吻

妙
野
一
Ｊ
け
邑
勿
ツ
ソ
ザ
現
勿
妙
ワ
ア
ザ
ザ
汐
汐
汐
“
四
ヶ
賀
盈
涜
波
汐
ら
汐
汐
汐
Ｆ
眼
諌
湧
言
涜
汐
湧
汐
抄
夛
買
没
冴
冴
汐
拶
汐
沙
七
尾
Ｆ
裡
汐
汐
汐
沙
伊

ILC誘致を目指す国会議員の総会で、日本に対し意思表示の期
限延長について述べるリン・エバンス代表（左）＝７日、国会内

一

能性がある」と指摘。河村

氏は「３月７日までに政府

への強い働き掛けを行い、

最
後
ま
で
総
力
戦
で
臨
み
た

い」と呼び掛けた。

国内誘致の可否判断に約

３カ月の猶予を与えられる

格好となった７日、日本学

術会議は内部の検討委のま

とめた回答案について、有

識者が確認などを行う「査

読」を開始。終了後、幹事

会に諮って文部科学省に回

答する見通しだ。当面の幹

事
会
は
蛆
日
と
来
年
１
月
証

日、２月鮒日に予定されて

いる。声明などを出す際に

経る手続きで、事務局によ

ると一般的に１カ月程度を

要する。
ＩＬＣは地下トンネルに

直線型加速器（初期整備延

長約別翫）を設置し、宇宙誕

生の謎を解明しようとする

国際プロジェクト。本県の

北上山地（北上高地）が最有

力の建設候補地とされる。
P両

(土曜日)渉１，;画到寝 20１8年（平成30年)１２月８日 (４）

Ｌ
Ｉ

胆四 ０
■■■

｜
鶴
鶴
艤
実
現
へ
最
終
局
面

国会内の会議室に居並ぶ

超党派書巨匠対し、リニア

コライダ１．コラボレーシ

ョン（ＬＣＣ）の村山劃副

代表は「到着時間が決まっ

ている電車の出発時間が過

ぎている。日本政府が乗る

のを待っている状況だ」と

雲窒諏を強めた。

前日の６日、国際将来加

【東京支社】国際リニアコライダー（ＩＬＣ）の国

内誘致を巡り、日本政府の意思表明の期限が屋澪巳

から「３カ月後」に先延ばしとなった。国際研究者組

織の幹部が７日、推進派の国会議員に方針を伝えたの

は、日本側の議論が「越年濃厚」とみて、多少の猶予

を与えることで対応をせかす狙いもありそうだ。仮に

前進がなければ「プロジェクトは終わり」とも忠告し、

誘致が実現するか否か、最終局面を迎える。

、

ｑ■

東北誘致

【本記１面】

速器委員会（ＩＣＦＡ）の

下部組織、リニアコライダ

ー国際推進委臺芸は電話会

議を開催。「年内に日本の

声明を得るのは困難」とし

て、ぎりぎりの期限を協議

した結果、宝阜都で会議を

開く「来年３月７日」を提

示する方向となった。

７日の国会は会期末直前

の激しい攻防を繰り広げた

が、超党派議員と研究者は

予定をオーバーする約１時

間、意見を交わした。自民

党の鈴木俊一衆院議員の石
手２区）が「中国の円形加

速器計画の状況は」と閨つ

と、村山氏は「設計の成熟

度はＩＬＣに追いついてい

ないが、日本でうまくいか

ない雰囲気だと、中国に加

わる欧米の研究者が壜えて

いく」との懸念を示した。

日本学術会議の検討委が

ｎ月公表した回答案では、

巨額の建設費を巡る国際分

担について貢通しがない」

｜合同総会の閨眉南邑鬮雪国

合同総会の出席国〈墨職員

（全て聚禧鑿菖今は次の通

り。（事務局まとめ。政党

は衆曝勢力順、氏名は五十

音順、敬訴嫉也

▽自民党逢沢一郎（岡山

１区）甘利明宅裳示川昭区）安藤

裕《皐都６区）伊藤信太郎舎宮城

４区）岩田和親圧例九必奥野

信亮圧例近謹神山佐市電玉

７区）河村建夫西口３区）北村
｜誠吾婁崎４区）木村次郎書森二

と疑問を投げかけた。超党一

派「科学技術の〈三会長を一

難詫癩鯛則瀧峨一

負担や関係機関の出資な一

ど、具体論を加速させるベー

きだ」と今回の期限延期を》

生かし、誘致への流れを強一

め
る
活
動
を
訴
え
た
。
霞

こ
れ
ま
で
日
本
政
府
に
再
の

三、意思表明を求めてきた’

ＬＣＣのリン・エバンス代や

酢。評諦品晶晶品斡叩ぞ子守乳ｆ１ｐＲ品。Ｑ硯ＣＴＶ吋山口畢ＱＶ呼吋ぞ卿叶等５軒剣剣劇剖剥叩Ⅵ別別剖湖洲剃釧剖釧吋１屯判●イー０１

憲久（三重１区）渡海紀三朗宣く

庫皿区）藤原崇圧例東北）古川一

康
圧
例
九
魍
細
田
博
之
菖
根
１
回

区）松野博一宇葉３区）三原朝

彦（福岡９区）▽立憲民主党

岡本あき子（比例東北▽国

民民主党階猛毎石手１区）

津
村
啓
介
琵
例
中
国
▽
無
所

属中川正春（三重２区）



ILC建設は最終処分場への道・根拠
◯ 巨費をかけ地下に２０年稼働で終わる加速器を設置すること

空洞の使途について未だ不明

空洞は放射能によって汚染され使途は限られる

◯ 最終処分場選定は公募から１６年，完全に行き詰まっていること

◯ 岩手は最終処分場の最適地とご用地質学者が公言していること

◯ ILC建設計画が民主的手続きを経ず進められてきたこと
疑義が封じ込められてきた（真実を示さず）

産学官マスコミが一体となり進めれられてきた（県民置き去り）

◯ 増田寛也前知事が国の意思を体現し動いていること

・アクティブ試験開始の際（県民へ背信行為，国評価）→大臣他
・ILC誘致中心人物かつ最終処分場検討委員会の座長
・最終処分シンポで基調報告，パネラー：メリットとしILCはどうか

◯ 韓国で加速器設置と中放射性廃棄物処分場設置成功したこと



おわりに：ILCは最終処分場への道
○ ILCのリスクを明らかにし県民への説明責任を果たし
県民の話し合いと意思を尊重し決定すること

○ 高レベル廃棄物の発生を止めること（原発を止める）

○ エネルギー・原子力政策の国民的合意を得ること

民主的な話し合いの場で合意を得る

○ 放射能汚染から真に人々を守る法体系を整備すること

○ 基本的人権（幸福追求権）を尊重すること

以上を前提条件に、全国民で高レベル廃棄物の最終処分について考え

ることにしてはどうでしょうか。

＊相手は国家権力であり、他人任せにせず、私達一人一人が，声を上

げていかなければ良い方向で解決できない と思います。

＊資料は「三陸の海・岩手の会」のHP（16.10.10）から取得できます。


